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拡
に
援
助
隊
の
第
２
陣
出
発

　
ト
ル
コ
北
酉
比
二
背
こ
二
灘
づ
斤
づ
ゴ
渋
づ
Ｉ
言
づ
て

網
膜
迂
回
で
、
被
説
者
椎
改
俯
÷
賜
百
号
万
云
こ
Ｉ
勺
　
子

す
謳
言
言
港
言
辞
≒

二

面
に
契
遅
1
2
軍
）

大
規
模
な
地
震
が
起
き
た
ト
ル
コ
ヘ
向
け
て
出
発
す
る

国
際
緊
急
援
助
隊
の
第
２
陣
＝
1
8
日
午
前
、
成
田
空
港
Ｔ
ヽ

　
　
萍
言
言
偏
ゴ
サ
タ
海
上

仔
三
一
・
う
言
言
二
三
で
樋
見

で
言
戦
訪
経
験
察
特
て
サ
ご

と
兵
濯
県
尼
崎
可
の
言
脆
宍

隊
員
子
芹
ぐ
計
十
七
大
刀
構

成
。
倒
壊
し
た
建
物
に
煙
千

た
生
存
者
の
救
助
活
胆
首
足

す
る
予
定
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
医
療

　
チ

ー
ム
派
遣
決
定

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
楢

律
）
は
十
八
目
、
ト
ル
コ
北
西

部
で
発
生
し
た
大
地
震
の
被
災

者
救
援
の
た
め
、
医
療
チ
ー
ム

の
派
遣
を
決
め
た
。

　
派
遣
す
る
の
は
、
東
京
竺
ご

住
の
経
師
上
ｍ
問
啓
子
ハ

（
・
言
と
、
廿
日
古
市
在
住
の

調
塾
員
大
塚
豊
彦
さ
ん
（
三
二
）

で
ノ
半
日
に
関
西
空
港
を

出
発
し
、
被
災
地
に
入
る
。

さ
ら
に
コ
ソ
ボ
難
民
の
支
援

を
続
け
て
い
る
ア
ル
バ
ニ
ア
支

部
の
医
師
二
人
も
被
災
地
に
送

り
、
合
流
し
て
医
療
救
援
活
動

を
行
う
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
郵
便
振
替
０
１

り
］
ら
Ｏ
１
２
－
４
０
７
０
９

レ
頑
ぺ
俗
言
≒
犬
‘
］
Ｊ
一
一
。
一
一
ぃ
Ｅ
。
ｙ
。
’

゛ ｝
－
づ
Ｉ
］

救
援
金
受
け
付
け

　
　
　
　
　
日
　
　
　
赤

　
万
作
三
よ
兄
生
し
た
地
震
に

よ
兄
亨
呉
服
接
心
た
め
日
本

芒
孚
性
言
爪
尹
臣
で
に
Ｅ

懸
∇
△
。
訣
律
七
代
胞
計

聯
☆
よ
居
半
・
士
言
言
言
な

陽
成
甲
⊇
づ
イ
ズ
タ
ル
ｙ
ｙ

ル
経
田
で
被
災
地
入
り
す
る
。

　
ま
た
今
回
の
災
害
に
対
す
る

款
援
泉
の
受
け
付
け
も
始
め

た
。
巡
回
法
用
紙
に
Ｉ
ト
ル

コ
七
言
と
記
入
、
郵
要
石
替

で
。
送
奈
先
ば
日
本
赤
十
字
社
、

Ｏ
０
１
１
０
１
２
１
５
６
０
６

ま
で
。
物
品
は
受
け
付
け
な
い
。

闘
い
合
わ
せ
は
日
本
赤
十
字
社

本
社
国
際
款
後
課
、
常
詰
０
３

　
（
３
４
ぶ
８
ブ
上
３
１
１
四
緑

４
２
２
１
失
言
。

　
　
　
　
　
◇

　
岡
山
県
円
で
は
日
赤
県
支
部

　
（
岡
山
市
丸
の
内
）
や
岡
山
赤

上
薬
副
（
岡
山
市
青
江
）
な

ど
関
連
施
設
の
ほ
か
、
各
市
町

村
役
場
の
日
赤
担
当
課
で
款
後

金
を
受
け
付
け
る
。

　
振
り
込
み
は
、
郵
便
振
替
の

ほ
か
、
中
国
銀
行
本
店
（
普
通

□
座
７
６
１
１
６
８
）
、
ま
た

は
ト
マ
ト
銀
行
本
店
（
同
１
４

３
０
９
２
５
）
。
「
ト
ル
コ
地

秀
一
と
明
記
す
る
。
。

　
問
ノ
合
つ
七
三
目
方
見
交
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